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体罰実態調査の結果について 

（公立保育所、児童ホーム・こどもクラブ） 

１ 体罰認定にあたっての基本的な考え方 

  今回の調査は、体罰を行った職員を処分することのみを目的とするのでは

なく、体罰の未然防止の観点からも調査したものであり、程度や動機、現場状

況等を総合的に見て認定しました。 

２ 体罰実態調査の概要 

  令和元年６月に実施した体罰実態調査（アンケート）において、公立保育所

については１００件、児童ホーム・こどもクラブについては１２２件の体罰や

暴言に関する申告がありました。 

  そのうち、加害者や被害者が特定できる記載がないものや、事案発生が古す

ぎる案件など、調査が困難なものを除いたところ、公立保育所については１６

件、児童ホーム・こどもクラブについては５９件となり、それぞれのアンケー

トの関係者へ対面や電話で事情聴取を行いました。 

３ 調査結果 

  公立保育所、児童ホーム・こどもクラブ共に、明らかな体罰は確認できませ

んでした。 
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